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主催 徳島県立 21世紀館
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入場無料
申込不要
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史
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　舞
太
郎
冠
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　善
竹
　
隆
平
　
　
主
人

　善
竹
　
隆
司

房
前
大
臣

　吉
浪
　
咲
紀

間
　浦
人

　善
竹
　
隆
司

　
　
　
　井
上
裕
之
真

後
見

　寺
澤
　
幸
祐

　
　

　
　
　
　　
田
　
篤
史

海
人

龍
女

狂

　言

清
　
水

能

海
　
士
従
者

　岡
　
　
充

後
見
　

 

上
吉
川
　
徹

休
　憩（
一
〇
分
）

大
鼓

　森
山
　
泰
幸

　太鼓
　中
田
　
弘
美

小
鼓

　久
田
陽
春
子

　笛
　
　赤
井
　
要
佑

井
上
　
裕
久

附
祝
言

観
世
流
シ
テ
方

　京
都
市
在
住

二
十
五
世
宗
家
故
観
世
左
近
・
二
十
六
世
宗
家
観
世
清
和
及
び

父
九
世
故
井
上
嘉
介
に
師
事

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
「
能
楽
」
技
能
認
定
者

能
楽
協
会
理
事
他
役
職
多
数

平
成
三
十
一
年
一
月

　京
都
府
文
化
賞
功
労
賞
受
賞

井上　裕久
いのうえ ひろひさ

能
【
海
士
（
あ
ま
）】
あ
ら
す
じ

　藤
原
房
前
は
、
亡
母
の
追
善
供
養
の
た
め
、
従
者
を
伴
い
讃
岐
の
国
志
度
の
浦
に
着
く
。
そ
こ
で
一
人
の

海
人
に
出
会
い
、
昔
、
竜
宮
に
取
ら
れ
た
面
向
不
背
の
明
珠
を
海
人
が
奪
い
返
し
た
話
を
聞
き
、
房
前
は
偶

然
に
も
自
身
の
母
が
海
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
つ
づ
い
て
海
人
は
、
世
継
ぎ
を
約
束
さ
れ
た
我
が
子
の

た
め
な
ら
ば
と
、
命
を
か
け
て
明
珠
を
取
り
返
し
た
有
様
を
見
せ
、
や
が
て
母
の
霊
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て

海
中
に
消
え
る
。
房
前
が
浦
人
に
所
の
い
わ
れ
を
聞
き
、
母
の
供
養
を
す
る
と
、
竜
女
と
な
っ
た
母
の
霊
が

現
れ
、
成
仏
を
喜
ぶ
。

　海
中
へ
飛
び
込
み
、
明
珠
を
取
り
返
す
様
子
を
再
現
す
る
場
面
は
「
玉
之
段
」
と
呼
ば
れ
、
前
場
の
見
ど

こ
ろ
を
な
す
。
一
曲
を
通
し
て
房
前
の
母
へ
の
供
養
の
心
が
満
ち
、
志
度
寺
を
讃
え
る
と
と
も
に
親
子
の
情

愛
を
描
い
て
い
る
。

　通
盛
【
み
ち
も
り
】
　

　阿
波
鳴
門
の
海
上
に
、
平
通
盛
と
小
宰
相
局
の
幽
霊
が
現
れ
、
僧
の
読
経
に
よ
り
成
仏
す
る
。
仕
舞
で
は
、

通
盛
の
討
死
の
様
子
を
語
り
、「
法
華
経
」
に
よ
り
成
仏
の
身
と
な
る
。

　井
筒
【
い
づ
つ
】
　

　所
は
在
原
寺
、
紀
有
常
の
娘
の
霊
が
在
原
業
平
と
の
愛
の
物
語
を
述
べ
、
業
平
の
形
見
を
身
に
着
け
、
井

筒
（
井
戸
）
の
水
に
姿
を
映
し
て
昔
を
し
の
ぶ
。

　熊
坂
【
く
ま
さ
か
】
　

　美
濃
の
国
赤
坂
の
宿
、
東
国
へ
向
か
う
僧
の
前
に
、
盗
賊
熊
坂
長
範
の
霊
が
現
れ
、
牛
若
丸
に
討
た
れ
た

様
を
見
せ
る
。

狂
言
【
清
水
（
し
み
ず
）】
　

　主
人
が
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
、
明
日
茶
の
湯
の
会
を
開
く
の
で
茶
の
水
を
野
中
の
清
水
で
汲
ん
で
来
る

よ
う
に
言
い
つ
け
、
秘
蔵
の
桶
を
渡
す
。
こ
れ
が
毎
度
の
こ
と
に
な
っ
て
は
迷
惑
だ
と
考
え
た
太
郎
冠
者
は

一
計
を
案
じ
・
・
・
。

ふ
さ
ざ
き

さ
ぬ 

き

し

　ど

め
ん
こ
う 

ふ 

は
い

あ

　わ

こ
ざ
い
し
ょ
う
の
つ
ぼ
ね

き
の
あ
り
つ
ね

あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

※

会
場
で
の
飲
食
、
写
真
撮
影
、
録
音
、
録
画
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

屋
外
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
暖
か
い
服
装
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※

主
演
者
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


